
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 2002 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語表現Ⅱ ２ 第３学年 

「be English ExpressionⅡ」 

準拠 WORKBOOK 

「be English ExpressionⅡ」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・積極的に英語でコミュニケーションを図る姿勢を体得する。 

・英語でのコミュニケーションを円滑にするための必要な知識を身につける。 

・知識習得・コミュニケーション能力の効率向上のため、日々の予習・復習また授業への積極的参加 

 必要とする。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（3 単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・自分自身の回

りで起きたこと

や経験したこと

などについて簡

単な英語で伝え

ることができ

る。 

・自分自身のこ

とや自分の思い

を相手の伝える

ことができる。 

コミュ英Ⅱ 

英表Ⅱ 

スピーチ 

・自分のことや地域

のことなどについ

て、簡単な英語を用

いて文章を書くこと

ができる。 

・まとまりのある文

章で自分の思いを英

語を用いて書くとが

できる。 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

英表Ⅱ 

定期考査 

・日常の事柄につ

いて内容を理解

することができ

る。 

・様々な内容の英

語をゆっくりは

っきり話されれ

ば、自分に必要

な情報を聞きと

ることができ

る。 

 

コ ミ ュ 英

Ⅱ 

英表Ⅱ 

ワ ー ク シ

ート等 

・簡単な語や表

現を用いて書

かれた文章を

理解する事が

できる。 

・１００語程度

の文章を黙読

して要点を理

解し適切に音

読することが

できる。 

コミュ英

Ⅱ 

英表Ⅰ 

スピーチ 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「話すこ

と｣と｢書くこと｣の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

CAN-DO リストによる｢聞くこ

と｣と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson1 
   ～ 
Lesson4 
 
・時制 
・文型 
・助動詞 
・名詞 
 
(8 時間) 

動詞を正しく
理解し、表現
する。 
また、助動詞
が表す意味と
使い方を理解
する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○Ｗ  

・間違いを恐れ
ず、積極的に情
報や考えにつ
いて書くこと
ができる。 

 

・ワークシート等を
用いて、使役動詞
を使った文を書
く。 

・間違いを恐れ
ず、積極的に情
報や考えにつ
いて書いてい
る。 

 

・授業の参加状況 
・提出物の状況 
・ペアでの言語活動を

観察 

「外国語表現の能力」○Ｓ  
・単語の発音、リ
ズムやイント
ネーションな
どの音声的な
特徴を捉えて
適切に音読す
ることができ
る。 

・ワークシート等を
利用して、例示す
る表現を用いた
対話をペア・ワー
クで行う。 

・単語の発音、リ
ズムやイントネ
ーションなどの
音声的な特徴を
捉えて適切に音
読している。 

・授業の参加状況 
・定期考査 
・確認テスト 

「外国語理解の能力」○Ｒ  
・語句や表現、文
法事項などの 
知識を活用して
内容を的確に読
み取ることがで
きる。 

・関連した説明を見
ながら、文型を理
解する。 

・語句や表現、文
法事項などの 
知識を活用し 
て内容を的確 
に読み取って 
いる。 

・定期考査 
・生徒の様子を観察 

「言語や文化についての知識・理解」○Ｌ  
・単語の発音、音
変化、リズムや
イントネーシ
ョンなどの音
声的な特徴を
聞き分けるこ
とができる。 

・文法事項の概要を
把握する。 

・音読活動により用
法を確認する。 

・単語の発音、音
変化、リズムや
イントネーショ
ンなどの音声的
な特徴を聞き分
けることができ
る。 

・ワークシート 
・ノートブック 
・授業の参加状況 
・定期考査 

Lesson5 
   ～ 
Lesson8 
 
・代名詞 
・名詞句 
・形容詞 
・形容詞句 
 
(8 時間) 

形容詞の性質
と種類、代名
詞の使い方、
名詞節と名詞
句の使い方を
身につけ、自
分の身の回り
の状況などを
表現する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○Ｓ  
・間違いを恐れ 

ず、積極的に情
報について話
すことができ
る。 

・ワークシート等を
用いて簡単な英
語で自分の思い
出を書く。 

・間違いを恐れ 
ず、積極的に情
報について話し
ている。 

・ワークシート 
・授業の参加状況 
・確認テスト 

「外国語表現の能力」○Ｗ  
・語句や表現、文
法事項などの
知識を活用し
て適切に書く
ことができる。 

・語句や表現、文法
事項などを用い
て英文を作りク
ラスで発表する。 

・語句や表現、文
法事項などの知
識を活用して適
切に書いてい
る。 

・確認テスト 
・定期考査 
・暗唱例文の確認テス

ト 
 

「外国語理解の能力」○Ｌ  
・単語の発音、音
変化、リズムや
イントネーショ
ンなどの音声的
な特徴を理解で
きる。 

・身の回りのことに

ついて簡単な文

を聞き取ること

ができる。 

・単語の発音、音
変化、リズムや
イントネーショ
ンなどの音声的
な特徴を理解し
ている。 

・授業の参加状況 

「言語や文化についての知識・理解」○Ｒ  
・形容詞句を理解

し、文の種類の
例文を暗唱し、
知識として活
用できる。 

・例文で用いられて
いる文の意味や
用法を確認する。 

・文の種類を正し 

く理解してい 

る。 

・ワークシート 
・定期考査での筆記 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson9 
   ～ 
Lesson13 
 
 
・関係詞 
・副詞 
・比較 
 
 
(12時間) 

副詞の働きや
さまざまなお
意味を表す副
詞節について
学んで理解す
る。比較の表
現を用いて文
を作る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○Ｓ  
・既知の語句や表

現を用いるな
どして書き続
けることがで
きる。 

 

・関係詞に関する基
本的な知識をみに
つける。 
・ワークシート等で
キーワードを参考
にペアでやり取り
をさせる。 

・うまく表現でき
ないことがあ
っても、既知の
語句や表現を
用いるなどし
て書き続けて
いる。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

 
 

「外国語表現の能力」○Ｓ  
・意味内容が聞き

手に伝わるよ
うに音読する
ことができる。 

・関係詞が使われて
いる例文等を参
考に文を作る。 

・スピーチ原稿をし
っかり発音でき
る。 

・意味内容が聞き
手に伝わるよ
うに音読して
いる。 

・言語活動の観察 
 

「外国語理解の能力」○Ｌ  
・語句や表現、文
法事項などの知
識を活用して内
容を的確に聞き
取ることができ
る。 

・語句や表現、文法
事項などを用いた
英文を聞き、どん
な情報が付け加え
られているか考え
る。 

・語句や表現、文
法事項などの
知識を活用し
て内容を的確
に聞き取って
いる。 

・言語活動の観察 

「言語や文化についての知識・理解」○R  
・関係詞の使い方

を理解できる。 
・例文を知識とし

て利用出来る。 

・ノートやワークシ
ート等に概要を
まとめる。 

・対話や暗唱で用い
られている意味
や用法を確認す
る。 

・関係詞の使い方
を理解してい
る。 

・例文を知識とし
て利用してい
る。 

・ワークシート 
・定期考査 

Lesson14 
   ～ 
Lesson17 
  
 
 
・仮定法 
・複文 
・動詞 
 
 (8時間) 

 

 

 

 

仮定法を使っ
た文を作成す
る。 
ロールプレイ
やメールを行
う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○Ｓ  
・間違いを気にせ

ず、積極的に話
すことができ
る。 

・否定を含む文を例
文を参考に作成し、
クラスで発表する。 

・間違いを気にせ
ず積極的に話
している。 

 

・間違いを気にせ
ず、積極的に話
すことができ
る。 

「外国語表現の能力」○W  
・この単元で学ん

だ語 句や表
現を用いて情
報を正確に相
手に伝えるこ
とができる。 

・ワークシート等で

関係詞を用いた例

文を書く。 

 

・この単元で学ん

だ語句や表現

を用いて情報

を相手に伝え

ている。 

・この単元で学ん
だ語 句や表
現を用いて情
報を正確に相
手に伝えるこ
とができる。 

「外国語理解の能力」○L  
・英語で説明され

ていることに
ついて，読んだ
こと、話された
ことを理解で
きる。 

・語句や表現、文法

事項などを聞き

取ることができ

る。 

・英語で説明され
ていることに
ついて，読んだ
こと、話された
ことを理解し
ている。 

・英語で説明され
ていることに
ついて，読んだ
こと、話された
ことを理解で
きる。 

「言語や文化についての知識・理解」○R  

・仮定法の用法を

理解すること

が出来る。 
・例文を知識と

して活用できる。 

・対話内や暗唱文で

用いられている

意味や用法を確

認する。 

・仮定法の用法や概

要をまとめる。 

・仮定法の用法を
理解している。 

・例文を暗唱し知
識として活用
している。 

・仮定法の用法を

理解すること

が出来る。 

・例文を暗唱し知

識として活用

できる。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson18 
   ～ 
Lesson21 
 
 
・許可 
・存在や
変化 
・使役 
・無生物
主語 

 
 
(12時間) 

許可の表現を
正しく使う。
存在や変化の
の表現につい
て学んで理解
する。使役や
無生物主語の
表現を確認す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」○Ｓ  
・既知の語句や表

現を用いるな
どして書き続
けることがで
きる。 

 

・ワークシート等で
キーワードを参考
にペアでやり取り
をさせる。 

・うまく表現でき
ないことがあ
っても、既知の
語句や表現を
用いるなどし
て書き続けて
いる。 

・ペアでの言語活
動を観察する。 

 
 

「外国語表現の能力」○Ｓ  
・意味内容が聞き

手に伝わるよ
うに音読する
ことができる。 

・スピーチ原稿をし
っかり発音でき
る。 

・意味内容が聞き
手に伝わるよ
うに音読して
いる。 

・言語活動の観察 
 

「外国語理解の能力」○Ｌ  
・語句や表現、文
法事項などの知
識を活用して内
容を的確に聞き
取ることができ
る。 

・語句や表現、文法
事項などを用いた
英文を聞き、どん
な情報が付け加え
られているか考え
る。 

・語句や表現、文
法事項などの
知識を活用し
て内容を的確
に聞き取って
いる。 

・言語活動の観察 

「言語や文化についての知識・理解」○R  
・使役の使い方を

理解できる。 
・例文を知識とし

て利用出来る。 

・ノートやワークシ
ート等に概要を
まとめる。 

・対話や暗唱で用い
られている意味
や用法を確認す
る。 

・列挙の使い方を
理解している。 

・例文を知識とし
て利用してい
る。 

・ワークシート 
・定期考査 

 


